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(57)【要約】
マルチカラー印刷機についての見当マークにおける第１
見当線の位置を較正する方法であって、前記第１見当線
は、見当センサにおける所定の閾値より大きい検出を可
能にするように、印刷素材に対して十分なコントラスト
を与えない第１色を有する方法について開示している。
この方法においては、先ず、各々が、少なくとも１つの
開始線と、背景線と、第１見当線とを各々有する、複数
の見当マークが印刷され、前記背景線は、第１見当線が
背景線上に印刷される場合に、見当センサにおける特定
の閾値より大きい検出のための第１色に対して十分なコ
ントラストを与える第２色を有し、前記背景線は、搬送
方向にみて、前記第１見当線よりＸｍｍだけ大きい幅を
有し、前記開始線、前記背景線及び前記第１見当線は、
一般に、第１見当線が背景線上に印刷されるようにする
所定の制御パラメータを用いて印刷される。続いて、第
１見当線が、背景線上に完全に印刷されるように所定の
閾値より大きい見当センサにより認識されたかどうかが
検出される。これが肯定的な場合、この方法に従って、
第１見当線を印刷する少なくとも１つの所定の制御パラ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチカラー印刷機についての見当マークにおける第１見当線の位置を較正する方法で
あって、前記第１見当線は、個別の見当線と下部の印刷素材との間の明から暗への遷移及
び暗から明への遷移を測定する見当センサにおける特定の閾値より大きい検出を可能にす
るように、前記印刷素材に対して十分な明から暗へのコントラスト及び暗から明へのコン
トラストを与えない第１色を有する方法であり：
　ａ）複数の見当マークを印刷するステップであって、各々の見当マークは、少なくとも
１つの開始線と、背景線と、第１見当線とを有する、ステップであって、
－　前記背景線は、前記第１見当線が前記背景線上に印刷されるときに、前記見当センサ
における前記特定の閾値より大きい検出のための前記第１色に対して十分なコントラスト
を与える第２色を有し、
－　前記開始線は、搬送方向にみて、前記第１見当線よりＸｍｍ大きい幅を有し、
－　前記見当線、前記背景線及び前記第１見当線は、一般に、前記第１見当線が前記背景
線上に印刷されるようにする所定の制御パラメータを用いて印刷される、
ステップ；
　ｂ）前記第１見当線が、前記背景線上に完全に印刷されるように所定の閾値より大きい
前記見当センサにより認識されたかどうかを検出するステップ；
　ｃ）前記第１見当線が、前記背景線上に完全に位置付けられる前記所定の閾値より大き
いと前記第１見当線が認識されなかったときに、幅方向に前記所定の制御パラメータによ
り予め定められた位置に対して前記見当線を＋Ｙｍｍシフトするように、前記第１見当線
を印刷する前記所定の制御パラメータの少なくとも１つを変更するステップ；
　ｄ）前記第１見当線を印刷する少なくとも１つの変更された制御パラメータを用いて上
記複数の見当マークを印刷するステップ；
　ｅ）前記背景線上に完全に位置付けられるように前記所定の閾値より大きい前記見当セ
ンサにより前記第１見当線が認識されたかどうかを検出するステップ；
　ｆ）前記第１見当線が、前記背景線上に完全に位置付けられるように前記所定の閾値よ
り大きい前記第１見当線が認識されなかった場合、前記幅方向に、前記所定の制御パラメ
ータにより予め定められた位置に対して－Ｙｍｍシフトするように、前記第１見当線を印
刷する前記所定の制御パラメータを新たに変更するステップ；
　ｇ）前記第１見当線を印刷する前記新たに変更された制御パラメータを用いて複数の第
１見当マークを印刷するステップ；
　ｈ）前記背景線上に完全に位置付けられるように前記所定の閾値より大きい前記見当セ
ンサにより前記第１見当線が認識されたかどうかを検出するステップ；
　ｉ）前記背景線上に完全に位置付けられるように前記所定の閾値より大きい前記第１見
当線が決して認識されなかったときに、メッセージを作成するステップ；
　ｊ）前記見当線が前記背景線上で完全に検出されなかった場合に、前記背景線上に前記
第１見当線の位置を決定し、そして前記第１見当線が、前記所定の制御パラメータによる
印刷中に、前記背景線上の定格位置からの所定の閾値に対して外れている場合に、前記第
１見当線について変更された制御パラメータを決定するステップ；並びに
　ｋ）後の処理のために前記変更された制御パラメータを提供するステップ；
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記背景線は、前記第１見当線より少なくとも４ｍｍ
広い、ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の方法であって、前記背景線は、前記第１見当線より約７ｍｍ広
い、ことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか一項に記載の方法であって、Ｘ及びＹは実数であり、Ｙ≦Ｘ／
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２の関係が適用される、ことを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか一項に記載の方法であって、Ｙは約３ｍｍに等しい、ことを特
徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか一項に記載の方法であって、上記ステップｃ）乃至ｉ）は、予
め用いられた値より大きいＹについての値で少なくとも一回反復される、ことを特徴とす
る方法。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか一項に記載の方法であって、前記見当線を印刷する前記所定の
制御パラメータは、前記マルチカラー印刷機により予め定められたデフォルト値である、
ことを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか一項に記載の方法であって、前記第１見当線を印刷する前記所
定の制御パラメータは、先行する較正中に決定された制御パラメータである、ことを特徴
とする方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、前記ステップｂ）とｃ）との間に、当該方法は：
　ｂ１）前記マルチカラー印刷機により予め定められたデフォルト値に前記第１見当線を
印刷する前記所定の制御パラメータを変更するステップであって、前記デフォルト値は、
前記所定の制御パラメータとして後に用いられる、ステップ；
　ｂ２）前記第１見当線を印刷する前記変更された所定の制御パラメータを用いて、請求
項１に記載の複数の見当マークを印刷するステップ；及び
　ｂ３）前記背景線上に完全に位置付けられるように前記所定の閾値より大きい前記見当
センサにより前記第１見当線が認識されたかどうかを判定するステップ；
　を有する、ことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れか一項に記載の方法であって、前記見当マークの各々は、前記開
始線に加えて、黒色であり且つ周囲の見当合わせを測定する基準点としての役割を果たす
付加的見当線を有する、ことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れか一項に記載の方法であって、前記前記開始線及び／又は前記
背景線は黒色である、ことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れか一項に記載の方法であって、前記第１見当線が、前記背景線
上に完全に位置付けられたとして認識される前記所定の閾値より決して大きくない場合、
前記第１色の密度についての較正サイクルは自動的に開始され、前記較正サイクル中、前
記第１色を有する少なくとも１つの線が印刷され、前記線の密度が検出され、前記第１色
の前記密度についての制御パラメータは、前記密度が定格範囲から外れたときに変更され
、前記変更された制御パラメータは、後の処理のために利用可能である、ことを特徴とす
る方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であって、前記第１色の前記密度についての較正サイクルの一
部として、前記色の前記密度についての前記制御パラメータが変更された場合に、当該方
法は、請求項１乃至１１の何れか一項に従って再び実行される、ことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　マルチカラー印刷機についての見当マークにおける複数の見当線の位置を較正する方法
であって、前記見当マークは、少なくとも１つの開始線、背景線、第１見当線及び第２見
当線の最小を有し、前記第１見当線は、見当センサにおける所定の閾値より大きい検出の
ための印刷素材に対して十分なコントラストを与えない第１色を有し、前記見当センサは



(4) JP 2010-536625 A 2010.12.2

10

20

30

40

50

、しかしながら、前記背景線上に印刷されるときに、前記見当センサにおける所定の閾値
より大きい検出のための十分なコントラストを与える方法であり：
　ａ）請求項１乃至１２の何れか一項に記載の方法により、前記第１見当線の位置を較正
するステップ；
　ｂ）所定の制御パラメータを用いて、上記複数の見当マークを印刷するステップであっ
て、前記第１見当線について用いられる前記制御パラメータは上記ステップａ）において
決定された制御パラメータに対応する、ステップ；
　ｃ）前記見当マークにおいて前記見当線の位置を検出し、前記見当マーク内の個別の見
当線について所望の位置を得るように、前記個別の見当線を印刷するそれぞれの制御パラ
メータを変更する、ステップ；及び
　ｄ）後の処理のために前記変更された制御パラメータを提供するステップ；
　を有することを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４の何れか一項に記載の方法であって、前記見当マークの各々は、開始
線を除いて、黒色であり且つ見当センサの調節のための基準点としての役割を果たす第２
見当線を有する、ことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチカラー印刷機を較正する方法に関する。特に、本発明は、マルチカラ
ー印刷機についての見当マークにおける第１見当線の位置を較正する方法であって、前記
第１見当線は、見当センサにおける決定された閾値より大きい検出を可能にするように、
印刷機に対して十分なコントラストを与えない第１色を有する、方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マルチカラー印刷技術においては一般に、個別の色分離について複数の印刷ユニットを
定期的に較正することが知られていて、それ故、良好な見当合わせにおける個別の色分離
の印刷が保証される。例えば、マルチカラー印刷機についての種々の較正方法については
、独国特許第１０１３９３１０Ａ号明細書に記載されている。複数の印刷ユニットの領域
で印刷機の長さ公差を較正するように用いられるそのような基本的較正が、その印刷機が
見当合わせにおいて続いて印刷するように要請されている。この基本的な較正中に、“露
光タイミング”、即ち、印刷機の複数の印刷ユニットの書き込み装置の時間関連有効化が
設定される。全体的な較正の目的は、印刷機の長さ公差（印刷ユニットの距離）、光導電
体ローラ及びゴムシートシリンダの公差、並びに搬送ベルト自体によりもたらされる見当
誤差を測定し、将来の印刷動作及びパイロット作動のために前記誤差を記憶することであ
る。
【０００３】
　そのような従来の較正方法においては、一般に、個別の色の、個別の距離を置いて離れ
ている線を有する複数の見当マークが印刷される。それらの別個の線間の距離は、印刷ユ
ニットの下流に備えられている見当センサにより決定される。そのようにするように、見
当センサは、個別の見当線と下部の印刷素材との間の明／暗遷移及び暗／明遷移を測定し
、前記印刷素材は、通常、印刷ユニットを介して印刷されるようになっているシートを搬
送するように備えられている透明な搬送ベルトである。見当マークの個別の見当線を検出
しているとき、見当センサは、一般に、見当センサが特定の閾値より大きいコントラスト
のみを検出する様式で調節されるために、印刷素材（この場合、搬送ベルト）と見当線と
の間に十分な明／暗コントラスト及び暗／明コントラストが与えられることを必要とする
。実際には、コントラストについての閾値を低くすることも可能であるが、これは潜在的
に、見当線によりもたらされない複数の誤検出をもたらす可能性がある。
【０００４】
　マルチカラー印刷機においては、最近、特定のインク、例えば、明瞭な乾燥インク（Ｃ
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ＤＩ：Ｃｌｅａｒ　Ｄｒｙ　Ｉｎｋ）とも呼ばれる無色の乾燥トナー等が頻繁に使用され
るという技術的課題が現れている。それらのインクは、見当センサにおける所定の閾値よ
り大きい適切な検出を保証するようには、印刷素材に対して十分なコントラストを示さな
い可能性がある。
【０００５】
　従来のこのような技術的課題を解決するように、ＣＤＩの見当線が、例えば、較正中に
予め印刷された黒色の背景線上に印刷される。ここで、ＣＤＩは、見当センサの閾値より
大きい検出を可能にするように、この黒色の背景線に対して十分なコントラストを現す。
しかしながら、これに関連して、印刷機における大きい公差により、ＣＤＩは印刷された
黒色の背景線上に位置することが常に保証されるとは限らないという課題が存在している
。従って、ＣＤＩ見当線の適切な検出は可能でなく、全体的な較正処理の妨害に繋がる。
そのような場合には、通常の環境下では、特別仕様の機械制御ソフトウェアバージョンが
、厳密に回避される必要がある個々の機械のために与えられるのである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】独国特許第１０１３９３１０Ａ号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、本発明の目的は、マルチカラー印刷機についての見当マークにおける第１見当
線の位置を較正する方法であって、該方法は、上記の課題の１つ又はそれ以上を克服する
ことができる、方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に従って、本発明は、マルチカラー印刷機についての見当マークにおける第１見
当線の位置を較正する方法であって、前記第１見当線は、見当センサにおける特定の閾値
より大きい検出を可能にするように、印刷素材に対して十分なコントラストを与えない第
１色を有する、方法を提供する。この方法については、先ず、開始線を各々が有する複数
の見当マーク、背景線及び第１見当線が印刷され、前記背景線は、第１見当線が背景線上
に印刷されるときに、見当センサにおける特定の閾値より大きい検出のための第１色に対
して十分なコントラストを与える第２色を有し、前記背景線は、第１見当線より大きいＸ
ｍｍの幅を有し、前記背景線及び前記第１見当線は、通常、第１見当線が背景線上に印刷
されるようにする所定の制御パラメータを用いて印刷される。続いて、背景線上に完全に
位置付けられた所定の閾値より大きい、第１見当線が見当センサにより認識されたかどう
かが判定される。この判定が否定的な場合、第１見当線を印刷する少なくとも１つの所定
の制御パラメータが、幅方向における制御パラメータにより予め定められている位置に対
して＋Ｙｍｍだけその見当線をシフトさせるように変更され、続いて再び、上記の種類の
複数の見当マークが、第１見当線を印刷するための１つの変更された制御パラメータの最
小を用いて印刷される。その後、背景線上に完全に位置付けられるように所定の閾値より
大きい第１見当線が見当センサにより認識されたかどうかが再び、検出される。また、こ
の判定が否定的な場合、第１見当線を印刷する１つの所定の制御パラメータの最小が、こ
こでは、幅方向に所定の制御パラメータにより予め定められている位置に対して＋Ｙｍｍ
だけその見当線をシフトさせるように再び変更され、続いて再び、上記の種類の複数の第
１見当マークが、再び変更された制御パラメータを用いて印刷される。その後、背景線上
に完全に位置付けられるように所定の閾値より大きい第１見当線が見当センサにより認識
されたかどうかが再び、検出される。この時点で、第１見当線が尚も、背景線上で検出さ
れていない場合、適切なメッセージが作成され、以下で詳細に説明する任意の付加的な手
段が開始されることが可能である。何れかの時点で、第１見当線が、背景線上に完全に位
置付けられているように検出される場合、背景線上の前記見当線の位置が決定され、変更
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された制御パラメータは、その背景線上の定格位置からのずれが特定の閾値より大きい場
合に決定され、この変更された制御パラメータは後の処理について利用可能である。上記
の反復較正方法は、複数の較正サイクルの自動実行を可能にし、それにより、第１見当線
についての制御パラメータは毎回、変更される。これは、見当センサにおいて対応する検
出を可能にするように、第１見当線が対応する背景線上に印刷されることを達成するよう
にする。見当センサによる適切な検出が行われると即座に、この種類の付加的な見当マー
クは印刷される必要はなく、背景線上の見当線の位置が直接、決定されることが可能であ
り、そして必要に応じて、例えば、付加的な較正を最初に有する後続の印刷動作中に、第
１見当線の良好な位置決めを可能にするように、変更された制御パラメータが決定される
ことが可能である。
【０００９】
　大きい機械公差がある場合でさえ、上記の方法は、必要に応じて、特別仕様の機械制御
ソフトウェアバージョンを与える必要なしに及びオペレータが較正サイクルに介入するこ
となしに、成功裏の較正を可能にする。更に任意に、第１色について変更された制御パラ
メータが決定され、特に、上記の種類の新たな較正が実行されるときに、複数の反復を通
常、不必要にする前記パラメータが、将来にアプリケーションにおいて用いられる。
【００１０】
　特に好適な実施形態においては、上記の方法における背景線は、第１見当線より少なく
とも４ｍｍ広く、好適には、第１見当線より７ｍｍ広い。好適には、例えば、本質的に背
景線に対する反復中に前記見当線を中心化するために、第１見当線が背景線の端部に直接
位置付けされるときに、Ｘ及びＹは実数であり、Ｙ≦Ｘ／２の関係が適用可能である。こ
の場合、Ｙは好適には、約３ｍｍに等しい。
【００１１】
　本発明の実施形態においては、上記の複数のステップにより制御パラメータが変更され
、それらの上記の複数のステップは、値Ｙについて少なくとも１回繰り返され、前記値は
、成功裏の検出が見当センサに存在しないときに、予め使用された値より大きい。従って
、必要に応じて、かなり大きい公差の実施例においてさえ、機械内の成功裏の較正を提供
することが必要である。
【００１２】
　本発明の実施形態においては、第１見当線を印刷する所定の制御パラメータは、マルチ
カラー印刷機により予め定められている変更できないデフォルト値である。この結果、較
正処理は常に、機械のオペレータにより変更されることのないパラメータから開始される
。用いられる制御パラメータを変更するオプションを機械のオペレータが与えられる限り
、誤入力が行われ、較正は失敗して中断されなければならないことが前提とされる。
【００１３】
　本発明の代替の実施形態においては、第１見当線を印刷するために用いられる所定の制
御パラメータは、先行した較正中に変更されたパラメータとして決定された制御パラメー
タである。この結果、上記の較正方法が不必要な反復をもたらすことが回避される可能性
がある。しかしながら、上記の制御パラメータは、それ故、変更可能であるために、この
場合にも不所望の誤差が生じる可能性がある。従って、見当線の第１不成功裏検出が行わ
れた場合、第１見当線を印刷する所定の制御パラメータが、続いて、複数の見当マークを
印刷して適切な検出を実行するためのこのデフォルト制御パラメータを用いるように、印
刷機の所定の変更できないデフォルト値に再設定されることが好適に提供される。
【００１４】
　従って、較正処理の第１サイクルについて変更された制御パラメータが用いられること
が可能であるときでさえ、それらのパラメータは、第１ステップにおいて、較正が最初に
成功しない場合に、変えることができない所定のデフォルト制御パラメータに設定される
ことが可能であることを保証することがまた、可能である。
【００１５】
　本発明の実施形態に従って、上記の方法を実行する見当マークは、黒色であり、開始線
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に付加して、周辺の見当合わせを測定する基準点としての役割を果たす。有利であること
に、一般に、付加される色に対して黒色が最も良好なコントラストを与えるために、開始
線及び／又は背景線は黒色である。しかしながら、個別のアプリケーションにおいてはま
た、特に、背景線が、特定の閾値より大きい検出のための第１色に対して成功裏のコント
ラストを与える、異なる色を用いることがまた、考えられる。
【００１６】
　上記の較正方法において、背景線上に完全に位置付けられるように、第１見当線が所定
の閾値より大きいとして決して認識されなかった場合、第１色の密度についての較正サイ
クルは自動的に初期化されることが可能であり、その間、少なくとも１つの線が第１色で
印刷され、その線の密度が検出され、その色の密度についての制御パラメータは、密度が
定格範囲からはずれるときに変更され、そしてその変更された制御パラメータは、後の処
理のために利用可能である。第１見当線が背景線上に位置していない問題に加えて、第１
見当線が十分な密度で印刷されず、それ故、背景線上に位置される閾値において検出され
ない問題が存在する可能性もある。そのような問題が機械の較正を中断しないように、第
１色が印刷される密度が先ず、調べられるようになっている。第１色の密度についての較
正サイクルにおいて、対応する制御パラメータが変更された場合、ここでは、成功裏の検
出が潜在的に可能であるために、第１見当線の位置についての予め記述された較正方法が
再び実行されることが可能である。代替として、必要な場合に、背景線に対して十分に高
いコントラストを与えるように、特に上記の較正方法についてデフォルト印刷密度に対し
て見当線を印刷する第１色の密度を増加させることも可能である。
【００１７】
　本発明に従って、マルチカラー印刷機についての見当マークにおける複数の見当線の位
置を較正する方法であって、各々の見当マークは、少なくとも１つの開始線、背景性、第
１見当線及び少なくとも１つの第２見当線を有し、前記第１見当線は第１色を有し、その
第１色は、見当センサにおいて所定の閾値より大きい検出のための印刷素材に対して十分
なコントラストを与えないが、背景線上に印刷されるときに、見当センサにおける所定の
閾値より大きい検出のための十分なコントラストを与える、方法が提供される。この方法
においては、第１見当線の位置が、第１ステップにおいて上記の方法に従って較正され、
次いで、上記の複数の見当線を有する複数の見当マークが、所定の制御パラメータを用い
て印刷され、その制御パラメータは“事前較正”中に決定された制御パラメータに対応す
る第１見当線について用いられる。続いて、見当マークにおける見当線の位置が検出され
、個別の見当線を印刷するそれぞれの制御パラメータは、見当マークにおいて個別の見当
線の所望の位置を得るように変更される。それらの変更された制御パラメータは、最適な
見当合わせにおいて異なる色分離の印刷を保証するように、後の処理のために利用可能で
ある。
【００１８】
　有利であることに、前述の見当マークにおいては、第２見当線が開始線の隣に与えられ
、前記第２見当線は黒色であり、見当センサの調節のための基準点として用いられる。
【００１９】
　以下、本発明について、図を参照しながら本発明の好適な実施形態に基づいて詳細に説
明する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】搬送ベルト上に印刷された見当マークを有する印刷機の上記ベルトの模式的な平
面図である。
【図２Ａ】異なる見当マークの模式図である。
【図２Ｂ】異なる見当マークの模式図である。
【図２Ｃ】異なる見当マークの模式図である。
【図３】図２Ａに従った見当マークが測定されている間の見当センサの単独のレベルの模
式図である。
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【図４】従来の較正の処理フローを示すフローチャートである。
【図５】本発明に従った反復較正の処理フローを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１は、搬送ベルト１に印刷される見当マーク３を有する搬送ベルト１部分及び見当セ
ンサ４の平面図である。既知の方法では、搬送ベルト１は、特に、電子写真式に動作する
複数の印刷ユニットを有するマルチカラー印刷機において（矢印Ａの方向に）回転するよ
うに備えられる。回転方向からみて、図示されている搬送ベルト部分は印刷ユニットの下
流にある。印刷ユニットの各々は、例えば、イメージングドラム、書き込み装置、イメー
ジングドラムに近接したトナーユニット及び中間ドラムを有する。印刷動作中、書き込み
装置がトナーユニットを通過し、静電像と整合性を有する複数のトナー粒子を受け入れ、
次いで、通常、ゴム面を有する中間ドラムにそれらのトナー粒子を転写させるときに、画
像化する、回転しているイメージングドラムに静電像を適用する。中間ドラムは、中間ド
ラムと対向圧シリンダとの間を通過する印刷素材にトナーを転写する。標準的な印刷動作
中、印刷素材は、通常、シートであって、例えば、紙のシートである。上記の較正処理中
、以下では、レジスタマーク３が、印刷ユニットを介して印刷されるようになっているシ
ートを通過するように標準的に備えられている搬送ベルト１に印刷される。
【００２２】
　見当マーク３は、所定の距離で搬送ベルト１に印刷される。通常、それぞれの見当マー
クの全長は同じであり、技術的理由で特定の長さに制限されている。以下で詳細に説明す
るように、見当マーク３は、印刷機の複数の異なる印刷ユニットにより搬送ベルト１に印
刷される個別の見当線を有する。
【００２３】
　複数の見当マーク３の印刷後、それらの見当マークは見当センサ４を越えて移動され、
その見当センサは、見当マークの個別の線を検出する。そのようにするように、それ自体
知られている様式で、明／暗遷移及び暗／明遷移の発生を、それ故、見当マーク３のそれ
ぞれの見当線の前端及び後端を見当センサ４は検出する。
【００２４】
　図２Ａ乃至Ｃは、異なる複数の見当マーク３を示している。図２Ａは、５色印刷機の見
当マークを示し、前記見当マークは、搬送ベルト１の進行方向にみて、前記見当マークは
、標準的な複数の見当線７と、背景線９と、背景線９上に印刷された特定の付加的な見当
線１１とによりある距離で後続される、前方に位置付けられた開始線５を有する。開始線
５は、通常、黒色であり、見当マーク３の検出のための開始点を見当センサ４に与えるよ
うに配置される。一般に、見当線７は、異なる色であって、例えば、黒色、シアン色、マ
ゼンタ色及び黄色等を有し、それらの色は、それらの色自体の印刷ユニットにより生成さ
れる。開始線５を後続する見当線７は、通常、黒色であり、周囲の見当合わせを測定する
ために用いられ、その見当線７は、較正中に見当センサ４についての基準点として用いら
れる。
【００２５】
　背景線９はまた、黒色であり、見当線７と比較して及び見当線１１と比較して実質的に
より大きい幅を有する。見当線１１はまた、背景線９上に印刷される。見当線１１が搬送
ベルト１に直接印刷される場合に、所定の閾値以上の見当センサ４による適正な検出を可
能にするように、搬送ベルトに対して十分な接触を与えない色を有するために、背景線９
上に印刷された見当線１１を有する特に図示されている見当マークが与えられている。見
当線１１が黒色の背景線９上に印刷される場合には、しかしながら、線の位置の較正のた
めの検出が可能であるように、十分なコントラストが与えられる。図２Ａは、個別の線７
及び１１が見当マーク３内に適切に位置している完全な見当マーク３を示している。しか
しながら、これは、見当線１１が適切に背景線９に印刷されていず、それ故、その見当線
１１の位置の検出を可能にしないとき、上記のように、特に見当線１１について、必ずし
も問題をもたらす場合ではない。
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【００２６】
　背景線９上の見当線１１の適切な位置付けを保証するように、見当線１１の事前較正が
、図２Ａに従った見当マーク３が印刷される前に、印刷機を較正するように実行される。
この事前較正のために、図２Ｂに従った複数の簡略化された見当マーク３が印刷される。
それらの見当マークは、開始線５、後続の見当線７、拡張された背景線９及び見当線１１
を有する。図２Ｂはまた、それぞれの線が互いに対して適切に位置付けられる理想的な見
当マークを示している。特に、見当線１１が拡張された背景線９上の中央に印刷されてい
ることが理解できる。全体的には、ここでは、図２Ｂに従った見当マーク３は、図２Ａに
従った見当マーク３と同じ全長を有し、これは技術的な理由に依ることが理解できる。そ
のために、黒色の開始線５に加えて、１つの黒色の見当線７が用いられ、背景線９はかな
り拡張されることが可能であり、このことは、見当線１１が背景線９上に位置する確率を
実質的に増加させる。これは、図２Ａに従った背景線９に対して背景線１１の拡張された
捕捉領域と呼ばれる。
【００２７】
　図２Ｃは、見当線１を事前較正する見当マーク３であって、前記見当線１１は、しかし
ながら、背景線９の前端において直接印刷される、見当マークを示している。そのような
見当マーク１１が事前較正中に印刷された場合、この見当マーク１１は、見当センサ４に
より適切に検出され得ない。
【００２８】
　図３は、図２Ａに従った見当マーク３の測定中の、見当センサ４の信号レベルの模式図
である。図３における横方向に延びている破線は、見当線７の適切な検出についての閾値
を示している。図３から明らかであるように及び予測されるように、黒色線５、７の前端
及び後端の各々の検出についての信号レベルは最大である。非黒色の見当線７については
、信号レベルは実質的により小さく、そして背景線９上に印刷された見当線１１について
は、信号レベルは、それぞれの検出閾値をほんの少し上回る又はほんの少し下回る値であ
る。見当線１１が搬送ベルト１上に直接印刷されるようになっている場合、見当線１１の
前端又は後端についての信号レベルは、それぞれの閾値より小さい。
【００２９】
　図４は、背景線９上に複数の色の少なくとも１つを位置付けるように、それらの複数の
色の少なくとも１つについての事前較正サイクルを含むマルチカラー印刷機についての従
来の較正のフローチャートを示している。
【００３０】
　このような従来の処理フローに従って、その較正はブロック３０において初期化され、
見当線７を印刷する固定された所定のデフォルト値が印刷機により設定される。その場合
、その処理はブロック３２に移動し、最初のステップにおいて、第１色についての事前較
正が実行される。特に、この事前較正中、開始線、単独の見当線７、拡張された背景線９
及び見当線１１を有する、図２Ｂに示している種類の複数の見当マーク３が印刷される。
見当センサ４は、その場合、見当線１１が背景線９上に適切に印刷されたかどうかを判定
し、これについては判定ブロック３４で行われる。判定線１１が、背景線９上に位置付け
られているとして検出されなかった場合、その較正処理は、過去においては、ブロック３
６で停止され、対応するエラーメッセージが生成される。しかしながら、その検出が成功
裏に行われた場合、その処理制御はブロック３８に続き、そのブロック３８において、見
当線についての制御パラメータが、図２Ａに従った見当線が印刷された場合に、前記見当
線が“縮小された”背景線９上に位置されるように調節される。次いで、較正が全ての色
について実行される。最終的に、その較正はブロック４０において終了する。
【００３１】
　図５は、背景線９上に複数の色の少なくとも１つを位置付けるように、それらの複数の
色の少なくとも１つについての反復事前較正を含む、マルチカラー印刷機についての本発
明に従った較正についてのフローチャートである。
【００３２】
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　その較正はブロック５０において初期設定され、ｉについての値は０に等しく設定され
る。ここでは、反復サイクルの数が示される。反復サイクルについてのフラグは最初に、
インアクティブに設定される。
【００３３】
　次いで、永続的符号化デフォルト値が、個別の印刷ユニットの制御のための制御パラメ
ータとしてブロック５２において設定される。次いで、補正値Ｐｃｏｒｒが、第１色を印
刷する印刷ユニットについての制御パラメータに加えられる。その補正値は、事前較正中
に決定された決定値であることが可能である。しかしながら、補正値は０に等しいことが
また、可能であり、これは、通常、印刷機の最初の較正中の場合である。更に、補正値は
、主要なメンテナンス作業の場合には印刷機において、０に再設定されることが可能であ
る。
【００３４】
　補正値Ｐｃｏｒｒが０に等しく設定されるそれらの場合には、その較正が初期設定され
るときに、反復サイクルがアクティブにするフラグを即座に設定することが可能である。
これを達成するように、必要に応じて、入力試験が実行されることが可能であり、それに
より、反復サイクルのためのフラグは、値Ｐｃｏｒｒが０に等しいときはいつでも、イン
アクティブではなく、アクティブに設定される。
【００３５】
　次いで、処理制御はブロック５６に進み、そのブロック５６において、反復サイクルに
ついてのフラグがアクティブに設定されるかどうかの判定が行われる。この判定は、通常
、その処理の最初のパスの場合である、否定的な場合、処理制御は、第１色についての事
前較正が最初の１ステップにおいて実行されるブロック５８に進む。特に、この事前較正
中に、第１色を有する図２Ｂに示している種類の複数の見当マーク３が印刷され、前記見
当マーク３は、開始線５、単独の見当線７、拡張された背景線９及び見当線１１を有する
。反復サイクルについてのフラグがアクティブに設定されたことが判定ブロック５６にお
いて判定された場合、ｉの値は、事前較正がブロック５８において実行される前に、ブロ
ック６０において１だけ増加される。
【００３６】
　複数の見当マーク３が印刷された後、処理制御は、見当線１１が背景線９上に適切に印
刷されたかどうかが判定される判定ブロック６２に進む。これを達成するように、見当マ
ーク３は見当センサ４を越えて移動され、見当センサ４が所定の信号プロファイルを示し
ているかどうかが調べられる。
【００３７】
　見当線１１が背景線９上に適切に印刷されたことが判定された場合、その処理は、第１
色についての新しい補正値Ｐｃｏｒｒが先ず、計算されて記憶されるブロック６４に進む
。その計算は、背景線９上の見当線１１が検出された位置について実行される。計算され
るようになっている新しい補正値は、背景線９上の見当線１１により定格位置からのずれ
に関係する。その処理が加速される場合、定格位置に対するずれが所定の閾値より大きい
ときはいつでも、新しい補正値Ｐｃｏｒｒのみを計算することが可能である。
【００３８】
　次いで、全ての色についての較正が、図２Ａに従った種類の複数の見当マーク３が印刷
される間のブロック６６において実行される。第１色についての完全な事前較正の結果と
して、見当線１１が図２Ａに従った“縮小された”背景線９に位置することが保証される
ことが可能である。個々の色付けされた見当線７及び１１の位置は、その場合、既知の方
法で較正され、それぞれの制御パラメータが設定される。続いて、処理制御は、決定され
た制御パラメータが記憶され、較正が終了するブロック６９に進む。
【００３９】
　第１色についての事前較正中に、見当線１１が背景線９上に適切に印刷されなかったこ
とがブロック６２において判定された場合、処理制御は、ブロック６４に進むのではなく
、判定ブロック７０に進む。そこで、値ｉは最初のステップにおいて検索され、ｉについ
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ての値が０に等しいかどうかが判定される。これが、反復が未だに実行されていないこと
を示す場合、処理制御は、Ｐｃｏｒｒについての補正値が０に等しく設定されるブロック
７２に進み、反復サイクルについてのフラグはアクティブに設定される。
【００４０】
　上記のように、補正値Ｐｃｏｒｒが最初のパス中、０に既に設定されている場合、反復
サイクルについてのマーカーが最初からアクティブに設定されることが可能であり、それ
故、この場合、ブロック７２は通過されていない。ブロック７２から、処理制御は、個別
の印刷ユニットの制御パラメータについての永久的符号化デフォルト値が最初に設定され
るブロック５２に再び、進む。このとき、補正値Ｐｃｏｒｒは０に等しいため、永久的符
号化デフォルト値はブロック５４においては変えられない。ここで、反復サイクルが、判
定ブロック５６においてアクティブであるとして認識され、それ故、処理制御は、ブロッ
ク６０を介して１だけｉについての値を増加させる。次いで、ブロック５８に従った事前
較正が第１色について実行され、ブロック６２において、見当線１１が背景線上に適切に
印刷されているかどうかが判定される。この判定が再び否定的な場合、処理制御は再び、
判定ブロック７０に進み、その判定ブロック７０において、ｉについての値が再び検索さ
れ、処理制御が、その場合に、ブロック７４に進むように、前記値はこのとき、もはや０
ではない。ブロック７４において、その場合、ｉの値が０に等しいかどうかが判定される
。この判定が肯定的な場合、処理制御はブロック７６に進み、そのブロック７６において
、補正値Ｐｃｏｒｒは＋Δの値に設定され、そのことは、第１見当線７が、所定値だけ、
例えば、３ｍｍだけ第１方向にシフトされるようにする。
【００４１】
　その後、その処理は、永久的符号化デフォルト値が設定されるブロック５２に再び移行
する。ブロック５４においては、新たに設定された値がここで、その補正値に加えられる
。ブロック６０においては、ｉの値がここで、２に１だけ増加され、ブロック５８におい
て、他の事前較正が実行される。続いて、見当線１１が背景線９において適切に印刷され
なかったことが、ブロック６２において再び判定された場合、処理制御は、当業者にとっ
て明らかであるように、判定ブロック７０及び７４を介して判定ブロック７８に進む。こ
れが肯定的である場合、処理制御は、ここで、補正値Ｐｃｏｒｒが－Δに設定されるブロ
ック８０に進む。次いで、処理制御は再び、ブロック５２に進み、そのブロック５２にお
いて、印刷ユニットの制御パラメータについての、永久的符号化デフォルト値が設定され
る。ブロック５４においては、第１色についての新たに設定された補正値が加えられる。
ブロック６０においては、ｉが再び、ここでは、３に１だけ増加され、ブロック５８にお
いて、第１色の事前較正が再び、実行される。見当線が背景線上に未だに適切に印刷され
ていないことが、ブロック６２において再び判定された場合、その処理は、ブロック７０
及び７４を介してブロック７８に再び進む。このとき、ｉについての値は３に等しいため
、処理制御は、ブロック７８からブロック８２に進み、それにおいて、較正処理は中断さ
れ、エラーメッセージが与えられる。
【００４２】
　以上を要約すると、反復的に実行される較正は、複数の改善に繋がり、次のような重要
な要求を考慮する。
１．　±３ｍｍより大きい公差を有する場合でさえ、較正は成功裏に進められる（現在は
、±６ｍｍまで）。
２．　現在まで限界線である、即ち、較正がときどき機能する機械が、ここでは信頼性を
有する。
３．　必要な補正値が自動的に決定される。
４．　付加的に必要な時間は、必要に応じて、一回に数分である。一般に、これは、機械
のオペレータにとって明らかではない。
５．　補正値はメモリに記憶されるために、較正は、次の開始中に最適な補正値で即座に
開始され、一般に、何ら付加的な時間はもはや必要ない。
６．機械のオペレータによる補正値の決定及び入力は必要なく、このことは常に、誤差を
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７．　本発明の方法は、反復が必要な場合に、補正値が最初に０に再設定され、較正が適
切に規定された開始状態から開始されるために、使用できなかった補正値に鑑みて、安定
的である。この方法はまた、サービス技術者がうっかり不安定な値を手動で設定する可能
性を考慮することができる。
【００４３】
　本発明においては、本発明の好適な実施形態を参照して詳細に上で説明しているが、特
定の例示の実施形態に限定されるものではない。
【００４４】
　特に、上記の較正はまた、異なる複数の色を用いるマルチカラー印刷機により使用され
ることが可能である。また、例えば、見当線１１はＣＤＩを有する必要はないが、搬送ベ
ルトにおいて印刷されるときに、見当センサ４による検出のために十分なコントラストを
与えないスポットの色、例えば、銀色又は金色であることが可能である。更に、Δについ
て異なる値を有する付加的な反復サイクルが実行される点で、図５に示している反復サイ
クルを更に拡張することがまた、可能である。特に、例えば、Δについてのより大きい値
が用いられる付加的な反復サイクルを与えることが考えられる。
【００４５】
　更に、第１色の印刷密度についての１つの較正ルーチンにより図５に示している処理フ
ローを拡張することが可能である。そのようなルーチンは、例えば、判定ブロック７８と
ブロック８２との間に備えられる必要がある。このルーチンの一部として、第１色の見当
線１１が十分な密度で印刷されたかどうかが判定されることが可能である。特に、そのよ
うなサイクルにおいては、複数の線が搬送ベルト１に直接、印刷され、線の密度は、透過
光センサにより決定される。十分な密度が存在する場合、その処理は、続いて、ブロック
８２に進み、較正を停止し、対応する誤差メッセージを作成する。しかしながら、印刷密
度が所定の限界以内にある場合、この密度はそれに伴って調節されることが可能であり、
その処理は再び、ブロック５０に戻り、再び、較正サイクルを進むことが可能である。見
当センサ４による第１見当線の失敗した検出がまた、十分な密度で印刷されなかった見当
線１１によりもたらされる可能性があるため、印刷密度に関する付加的な較正ルーチンが
、較正方法をより安定にすることが可能であり、誤差を回避することが可能である。
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【要約の続き】
メータが変更され、見当マークの印刷及び検出が反復される。少なくとも１つの制御パラメータの変更は、異なる数
学的符号を有する幅に対して各々シフトされる第１見当線を用いて、一回以上反復されることが可能である。この方
法はまた、マルチカラー印刷機の全ての色についての較正パスのための第１見当線の事前較正として特に適する。
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